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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第48期
第２四半期
連結累計期間

第49期
第２四半期
連結累計期間

第48期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 939,411 923,593 2,163,575

経常利益 (千円) 164,762 79,509 363,069

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 140,096 49,448 339,116

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 133,337 58,132 339,860

純資産額 (千円) 2,053,430 2,317,345 2,259,657

総資産額 (千円) 3,117,502 3,246,021 3,201,369

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 102.31 36.12 247.67

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 65.9 71.4 70.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 94,277 59,149 185,985

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △24,169 △95,450 △139,955

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △60,946 △22,705 △83,502

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 931,832 835,773 893,749
 

 

回次
第48期
第２四半期
連結会計期間

第49期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 107.77 41.08
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．平成29年10月１日付で普通株式10株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。第48期の

期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益を算定しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文章中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。　

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や設備投資の改善が進み、緩やかな回復基調で推移

いたしましたが、米国新政権の政策動向やアジア地域の地政学的リスクの高まりが懸念されるなど、先行き不透明

な状況で推移いたしました。

当業界におきましては、自動車関連及び特殊機器関連の設備投資意欲は引き続き旺盛であり、ヘルスケア関連

は、光波センシング技術による応用製品のニーズが一段と高くなり、いずれも良好な受注環境で推移いたしまし

た。一方で、光ディスク関連は、設備投資が低調であり、厳しい受注環境で推移いたしました。

このような状況のなかで当社グループは、販売力の強化、優良顧客の獲得、受注の確保、市場の開拓など、積極

的な営業活動を展開するとともに、さらなる原価低減に注力いたしました。

ポータブル型Ｘ線残留応力測定装置につきましては、展示会や内覧会等への出展、戦略的な装置の貸出し、受託

計測サービスなどに注力するとともに、海外市場においては、現地代理店による本格的な販促活動を展開したこと

などにより、確度の高い引合い案件は増加いたしましたが、受注確定までに長期間を要する案件が多く、低調な推

移となりました。

ヘルスケア関連につきましては、受託開発・試作・量産等の引合いは大幅に増加し早期受注を期待いたしました

が、顧客都合による仕様変更や発注時期の変更等により、受注予定時期が先送りされた案件の影響が大きく、低調

な推移となりました。

光ディスク関連機器・装置につきましては、修理や改造案件は多少増加したものの、特需がなくなり新規設備の

引合いも減少したことから、低調な推移となりました。

３Ｄスキャナ関連につきましては、多関節デジタイザ用高速・高精度新型３Ｄスキャナの供給が本格化したこと

から、好調に推移いたしました。

光応用装置や特殊機器・装置関連につきましては、波面センサなどの光学系検査装置の需要増加に加え、個別対

応の特殊機器・装置の引合いも増加したことから、概ね好調に推移いたしました。

以上の結果、受注高は７億17百万円（前年同期比23.0％減）、売上高は９億23百万円（前年同期比1.7％減）とな

りました。

損益面につきましては、営業利益は76百万円（前年同期比53.5％減）、経常利益は79百万円（前年同期比51.7％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は49百万円（前年同期比64.7％減）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べて44百万円増加し、32億46百万円とな

りました。これは主に、仕掛品が52百万円増加し、現金及び預金が57百万円減少したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末と比べて13百万円減少し、９億28百万円となりました。これは主に、支払手形及び買

掛金が74百万円増加し、賞与引当金が48百万円、未払法人税等が38百万円それぞれ減少したことによるものであり

ます。

純資産は、前連結会計年度末と比べて57百万円増加し、23億17百万円となりました。これは主に、利益剰余金が

２億19百万円増加し、資本剰余金が１億69百万円減少したことによるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末と

比べて57百万円減少し、８億35百万円となりました。

　各キャッシュ・フローの状況につきましては、次のとおりであります。

 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果獲得した資金は、59百万円（前年同期は94百万円の獲得）

となりました。

主な増加要因は、税金等調整前四半期純利益の計上79百万円、仕入債務の増加79百万円であり、主な減少要因

は、たな卸資産の増加68百万円、賞与引当金の減少48百万円であります。

 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は、95百万円（前年同期は24百万円の使用）

となりました。

主な減少要因は、有形固定資産の取得による支出67百万円、投資有価証券の取得による支出27百万円でありま

す。

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は、22百万円（前年同期は60百万円の使用）

となりました。

主な減少要因は、長期借入金の返済による支出22百万円であります。
　
(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は１百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
　
(5) 生産、受注及び販売の実績

　① 生産実績

当第２四半期連結累計期間における生産実績は、次のとおりであります。

生産高（千円） 前年同四半期比（％）

950,725 72.0
 

（注）生産高は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。
　
　② 受注実績

当第２四半期連結累計期間における受注実績は、次のとおりであります。

受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

717,167 77.0 505,910 92.8
 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　
　③ 販売実績

当第２四半期連結累計期間における販売実績は、次のとおりであります。

販売高（千円） 前年同四半期比（％）

923,593 98.3
 

（注）１． 主な相手先別販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

　なお、総販売実績に対する当該割合が100分の10未満である販売実績につきましては、記載を省略してお

ります。

相手先

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

（自　平成28年４月１日
　　至　平成28年９月30日）

（自　平成29年４月１日
　　至　平成29年９月30日）

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

株式会社小坂研究所 114,601 12.2 124,964 13.5

Sony DADC US Inc. 117,720 12.5 ─ ─
 

 ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　
(6) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000
 

（注）平成29年６月23日開催の第48回定時株主総会の決議により、平成29年10月１日付で当社株式10株を１株とす

る株式併合に伴う定款変更が行われ、発行可能株式総数は28,800,000株減少し、3,200,000株となっておりま

す。

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,934,592 1,393,459
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は、1,000株

計 13,934,592 1,393,459 ― ―
 

 (注)１．平成29年６月23日開催の第48回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で当社普通株式10株を１株に

併合いたしました。これにより、発行済株式総数は12,541,133株減少し、1,393,459株となっております。

２．平成29年６月23日開催の第48回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で単元株式数を1,000株から

100株に変更しております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年９月30日 ─ 13,934,592 ─ 1,491,375 ─ 929,795
 

(注)　平成29年10月１日をもって10株を１株に株式併合し、これに伴い発行済株式総数が12,541,133株減少しており

ます。
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(6) 【大株主の状況】

平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

坪　井　邦　夫 静岡県浜松市中区 1,246 8.94

伊　藤　克　己 静岡県浜松市浜北区 1,150 8.25

後　藤　修　二 三重県津市 398 2.85

新東工業株式会社 愛知県名古屋市中村区名駅３丁目28番12号 361 2.59

竹　内　正　規 静岡県浜松市浜北区 345 2.47

佐々木　保　典 東京都新宿区 247 1.77

坂　倉　　茂 静岡県浜松市中区 229 1.64

斉　藤　　猛 静岡県三島市 210 1.50

日本証券金融株式会社 東京都中央区茅場町１丁目２番10号 209 1.49

伊　藤　　通 静岡県浜松市浜北区 206 1.47

計 － 4,601 33.02
 

(注) 上記のほか、自己株式が245千株あります。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式    245,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 13,469,000 13,469 ―

単元未満株式 普通株式    220,592 ― ―

発行済株式総数 13,934,592 ― ―

総株主の議決権 ― 13,469 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が

それぞれ1,000株(議決権１個)及び145株含まれております。

２．単元未満株式数には、当社所有の自己保有株式923株が含まれております。
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② 【自己株式等】

  平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
パルステック工業株式会社

静岡県浜松市北区
細江町中川7000-35

245,000 ─ 245,000 1.76

計 ― 245,000 ─ 245,000 1.76
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ときわ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 893,749 835,773

  受取手形及び売掛金 873,605 ※  882,472

  仕掛品 188,596 240,621

  原材料及び貯蔵品 86,165 102,897

  その他 150,420 124,014

  流動資産合計 2,192,536 2,185,780

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 282,545 280,519

   その他（純額） 369,740 389,931

   有形固定資産合計 652,286 670,451

  無形固定資産 1,536 1,391

  投資その他の資産   

   投資その他の資産 380,310 413,699

   貸倒引当金 △25,300 △25,300

   投資その他の資産合計 355,010 388,399

  固定資産合計 1,008,833 1,060,241

 資産合計 3,201,369 3,246,021

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 140,203 ※  214,600

  1年内返済予定の長期借入金 42,020 24,920

  未払法人税等 44,021 5,764

  賞与引当金 93,322 45,311

  その他 118,886 149,027

  流動負債合計 438,453 439,624

 固定負債   

  長期借入金 75,980 70,820

  退職給付に係る負債 425,360 416,569

  その他 1,918 1,662

  固定負債合計 503,258 489,052

 負債合計 941,712 928,676

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,491,375 1,491,375

  資本剰余金 1,099,653 929,795

  利益剰余金 △176,026 43,279

  自己株式 △164,861 △165,306

  株主資本合計 2,250,140 2,299,143

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 8,891 17,430

  為替換算調整勘定 625 770

  その他の包括利益累計額合計 9,517 18,201

 純資産合計 2,259,657 2,317,345

負債純資産合計 3,201,369 3,246,021
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 939,411 923,593

売上原価 404,897 515,039

売上総利益 534,513 408,553

販売費及び一般管理費 ※  369,991 ※  332,010

営業利益 164,521 76,543

営業外収益   

 受取利息及び配当金 463 727

 為替差益 - 90

 売電収入 7,016 7,426

 貸倒引当金戻入額 5,200 -

 その他 825 751

 営業外収益合計 13,504 8,995

営業外費用   

 支払利息 1,086 686

 為替差損 6,140 -

 売電費用 6,036 5,343

 営業外費用合計 13,263 6,030

経常利益 164,762 79,509

特別損失   

 固定資産除却損 0 0

 投資有価証券評価損 752 -

 特別損失合計 752 0

税金等調整前四半期純利益 164,010 79,508

法人税等 23,913 30,060

四半期純利益 140,096 49,448

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 140,096 49,448
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 140,096 49,448

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △675 8,539

 為替換算調整勘定 △6,083 144

 その他の包括利益合計 △6,758 8,683

四半期包括利益 133,337 58,132

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 133,337 58,132

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 164,010 79,508

 減価償却費 30,215 38,903

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,200 -

 受取利息及び受取配当金 △463 △727

 支払利息 1,086 686

 為替差損益（△は益） 6,210 △1,177

 売上債権の増減額（△は増加） △33,172 △8,845

 たな卸資産の増減額（△は増加） △203,962 △68,747

 仕入債務の増減額（△は減少） 152,906 79,595

 賞与引当金の増減額（△は減少） △289 △48,005

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 14,468 △8,790

 投資有価証券評価損益（△は益） 752 -

 その他 △29,491 32,839

 小計 97,072 95,240

 利息及び配当金の受取額 464 726

 利息の支払額 △1,003 △667

 法人税等の支払額 △3,806 △36,150

 法人税等の還付額 1,550 -

 営業活動によるキャッシュ・フロー 94,277 59,149

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △24,270 △67,382

 投資有価証券の取得による支出 - △27,290

 その他 100 △778

 投資活動によるキャッシュ・フロー △24,169 △95,450

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △60,916 △22,260

 自己株式の取得による支出 △30 △445

 財務活動によるキャッシュ・フロー △60,946 △22,705

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10,721 1,029

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,559 △57,975

現金及び現金同等物の期首残高 933,392 893,749

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  931,832 ※  835,773
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

受取手形 ― 58,246千円

支払手形 ― 10,927 
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

給与手当 131,441千円 123,134千円

賞与引当金繰入額 25,700 17,657 

退職給付費用 12,197 9,162 
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

現金及び預金 931,832千円 835,773千円

現金及び現金同等物 931,832 835,773
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

パルステック工業株式会社(E02021)

四半期報告書

13/16



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

当社グループは、電子応用機器・装置事業の単一セグメントでありますので、セグメント情報の記載を省略して

おります。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

当社グループは、電子応用機器・装置事業の単一セグメントでありますので、セグメント情報の記載を省略して

おります。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

１株当たり四半期純利益(円) 102.31 36.12

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 140,096 49,448

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

140,096 49,448

普通株式の期中平均株式数(千株) 1,369 1,368
 

(注) １．当社は平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

当社は、平成29年５月15日開催の取締役会において、平成29年６月23日開催の第48回定時株主総会に株式併合及び単

元株式数の変更に関する議案を付議することを決議し、同株主総会において承認され、平成29年10月１日付でその効力

が発生しております。

１．株式併合の目的

全国の証券取引所では、売買単位を100株に統一するための取組みを推進しております。それを踏まえ、当社普通

株式の売買単位である単元株式数を1,000株から100株に変更することとし、併せて、証券取引所が望ましいとして

いる投資単位の金額水準（５万円以上50万円未満）とすることを目的として、株式併合を実施しております。

２．株式併合の割合及び時期

平成29年10月１日付をもって平成29年９月30日の株主名簿に記録された株主の所有株式数を10株に付き１株の割

合で併合する。

３．株式併合により減少する株式数

株式併合前の発行済株式総数（平成29年９月30日現在） 13,934,592株

株式併合により減少する株式数 12,541,133株

株式併合後の発行済株式総数 1,393,459株
 

４．１株当たり情報に及ぼす影響

当該株式併合が与える影響は、（１株当たり情報）に反映されております。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成29年11月13日

パルステック工業株式会社

取締役会  御中

ときわ監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   松島 達也   印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   鈴木 啓市   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパルステック工

業株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日

から平成29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パルステック工業株式会社及び連結子会社の平成29年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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